
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 高 新 聞 
第１２号 

発行：長崎県立平戸高等学校学務部 

令和7年 3月 24日 

  

 

校 長 室 か ら 

『好循環』 校長  市丸 佐緒里 

 
令和６年度もおかげさまで、最終月の３月を迎

えております。今年度も平高ファミリーは、創立

５０周年の節目の年に、様々な出来事をともに考

え、力を合わせて取り組み、それぞれ一歩成長で

きたと感じております。本校に心を寄せ、ご助言・

ご協力いただきました皆様方に心より感謝申し

上げます。 

さて、卒業式でも少し述べましたが、今年度の

平高新聞は「好循環」をテーマに掲げ、校長室か

らの掲載を続けました。この好循環をテーマに掲

げた理由は、私がこれまで出会った素敵な方々や

何度も読み返す本の影響を受け、「好循環」を実

践される明るい生き方に魅力を感じて取り上げ

ました。自分が「好循環」を心がけ実践してみる

と、長らく染みついた思考の連鎖や行動の変容

は、言うは易く行うは難しな状況ですが、まずは

アウトプットしてみようと書き始めた次第です。

毎月の掲載において、文章は「○○してみません

か？」の問い仕立てで、こうあるべき的のように

道徳的な説教にならないように注意して、「もし

よかったらいかがですか？」の雰囲気を意識しま

した。４月号から順に、幸せの好循環→学び→言

葉→ふるさと→家族→動物愛護→伝統→食卓→

笑顔→探究の好循環を書きました。話すことも、

書くことも相手に何かを伝えるということに難

しさを感じました。受け手がどんな受信機で何を

受け取るのかを考えると、伝えるために時間を割 

いて文章を構成するテクニックも大切ですが、最

近は、発信者の伝えたい思いや気持ちが一番大切

ではないかとも感じています。 

 一般的には将来は予測困難とか先行きが不透

明とか言われています。社会等に対する不平不満

も多く聞こえてきます。思い通りにならないこと

や、自分の力ではどうしようもないことばかりが

続くときもあるでしょうが、ポジティブな考え

で、よいサイクルを自分で回す「好循環」を心が

けてみませんか？ 

2025.3.11 朝日新聞には岩手県釜石市で両親

を津波で失い、祖母と暮らす高校生の語りが紹介

されていました。「つらいのに、うまく泣けない

時期が自分にもあった。でも、ならば、笑うべし」。

彼女の身の上に起こった状況は容易には想像で

きない悲しさや辛さがあったと思います。そのよ

うな中にあっても、笑うという「好」の選択し、

未来に向けて循環を創っている人の強さを感じ

ました。 

さあ、明るく元気に希望をもって、令和７年度

に向けてＯn Ｙｏｕｒ Ｍａｒｋ！！（位置に

ついて） 



 

 

 

  

４ 月 の 主 な 行 事 予 定 

８日（火）着任式・１学期始業式・第５1回入学式 

９日（水）１年生オリエンテーション、部活動紹介 

10日（木）基礎力診断テスト 

14日（月）部活動編成    

※行事予定につきましては、変更する場合があります。

４月以降に本校HPをご覧ください。 

 ３月１日（土）に第 50 回卒業証書授与式を挙

行し、３年生（24名）が平戸高校を卒業しました。

当日は多くの来賓や保護者の方々に足を運んでい

ただきました。送辞では２年生の川嶋里穂さんが

卒業生との思い出を語り、感謝の意を伝えました。

答辞では藤澤広大さんが３年間の出来事を振り返

るとともに、クラスメイトや後輩、保護者、先生

への想いを述べました。卒業式後のホームルーム

では、卒業生が思い思いにクラスメイトや家族、

先生への感謝の言葉を伝えました。卒業生にとっ

て、涙と笑顔で溢れる素敵な日となりました。卒

業生の今後の活躍を心から祈っています。 

第 50回回 業 業 書 授 与 式 式 

公立高等学校入学者一般選抜 

２月 18 日（火）・19 日（水）に、高校入学者

一般選抜を実施しました。国語・社会・数学・理科・ 

英語の５教科の筆記試験と面接を

行い、３月５日（水）に合格者を発表

しました。４月から平戸高校の新１年

生として、20 名を迎える予定です。 

 ３月２４日（月）に、離退任式を行いました。 

10 名の教職員が離任・退任します。 

 

中野 秀紀   教頭先生   鳴滝高校通信制へ 

田﨑 芳昭  副主幹事務長 猶興館高校へ 

大佐古 美幸 先生（福祉） 島原農業高校へ 

宮崎 駿平  先生（家庭） 島原商業高校へ 

初村 健輔  先生（数学） 北松西高校へ 

山下 まどか 先生（養護） 五島市立 

玉之浦小中学校へ 

伊東 弘次 先生（実習助手） 猶興館高校へ 

真木 正英 先生（理科・非常勤講師）   退職 

中山 重道 先生（書道・特別非常勤講師） 退職 

中山 由美子先生（書道・特別非常勤講師）退職 

離 退 任 式 

 ３月６日（木）にアントレプレナーシップワー

クショップ発表会を実施しました。計５回のグル

ープ活動の中で平戸の課題や解決策、具体的な企

画の提案を考案し、プレゼン発表しました。来年

度の探究活動のヒントが多く得られた有意義な発

表会となりました。このワークショップは、KTX

株式会社長崎平戸ラボラトリーズ、慶應義塾大学

大学院メディアデザイン研究所、平戸市役所商工

物産課の皆様にご協力いただきました。 

アントレプレナーシップワークショップ 


